生誕200年　ミレー展
愛しきものたちへのまなざし
府中美術館　　2014.09.10〜10.23
本展は、「ミレー生誕200年」および「府中市制施行60周年」記念として、国内外の「ミレー作品」約「80点」により画伯の画業を回顧する企画である。
　「ジャン＝フランソワ・ミレー」（1814〜75）は、19世紀のフランスを代表する画家の一人で、それまで絵画の主題とはなりえなかった農民の労働の様子を見つめ、”大地に根ざし働く農民の姿をありのままに描き出しつつ、宗教画にも通じるような荘厳な絵画”を作り上げている。
　画伯の作品の根幹は、幼少時から自然に対する畏敬、身近なものへの慈愛があり、「ノルマンディー」の寒村で過ごした子ども時代のまなざし、妻と９人の子どもたちに対する父親としてのまなざしを感じ取ることができる。
　展覧会では、画伯の初期から晩年までの作品、家族の肖像画、生活の状況などを描いた作品に焦点を合わせることで「ミレー作品」の広がりを楽しめる。
　日本では明治時代から「ミレーの作品」は、他の西洋絵画にはない親しみと共感を覚えて深い感動を抱いて非常に人気があったのは、作品の中に文化や人類の違いを超えた普遍的なものを見出すことができるからとされている。
　主な展示作品は、《子どもたちに食事を与える女（ついばみ）》（1860年　写真左）、《落穂ひろい（夏）》（1853年　写真右）や《種をまく人》、《農民の家族》、《慈愛》などである。
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